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　野洲川の河原には、「ヌリ」「ズ
リンコ」などと呼ばれる、固まり
きっていない泥が見られる場所が
あります。これは約200万年前に
あった湖（古琵琶湖）やその周囲
の川などにたまった地層で、「古
琵琶湖層群」と呼ばれます。
　この地層から、いろいろな化石
が見つかります。
　水口町幸が平付近ではメタセコ
イアやマツなどの植物化石がたく
さん見つかりました。
　北内貴から宇田にかけても、イ
シガイなどの貝、ゾウやシカの足
跡、ワニの歯などの化石が見つか
っています。これらの化石は、約
200万年前の甲賀にもワニがいた
りメタセコイアの大木が茂ってい
たことを教えてくれます。
　なお、杣川の河原にも古琵琶湖
層群が露出しており、ドブガイな

どの化石が見つかります。甲南か
ら甲賀にかけてのこの地層は、水
口より古く、約300万年ほど前の
ものです。
　このような河原の地層は、護岸
工事が行われると、コンクリート
等に覆われて見えなくなってしま
います。水口から湖南市にかけて
の野洲川は、地層が大規模に露出
する、数少ない場所です。
　なお、野洲川の頓宮より上流に
も化石のみつかる地層があります
が、これらは古琵琶湖の時代より
も更に古く、約1700万年前の海で
たまったものです。
　野洲川の河原には、人間が住む
よりも前の地域の歴史が隠されて
います。増水などで地層の露出状
況が変わると、また新たな発見が
あるかもしれません。
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nワニの歯の化石
　（水口町水口の野洲
　 川で1998年発見）
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野洲川で化石を探す

■特別展
「キノコを楽しもう」
　　　　　開催中
（３月９日㈰まで）
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